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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年５月８日の決算発表時に公表した平成 22 年３月期（平成 21 年４月１日

～平成 22 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 22 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 27,550 △431 △232 △293 △13.57 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 22,030 △1,552 △1,349 △1,405 △65.09 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △5,520 △1,121 △1,117 △1,112  

増 減 率            （％） △20.0 － － －  

（ご参考） 

前期実績（平成 21 年３月期） 
34,731 △125 △169 △1,670 △77.40 

 

２． 平成 22 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 25,895 △537 △330 △349 △16.16 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 20,414 △1,644 △1,325 △1,338 △62.02 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △5,481 △1,107 △995 △989  

増 減 率            （％） △21.2 － －  －  

（ご参考） 

前期実績（平成 21 年３月期） 
31,905 △330 △353 △1,727 △80.02 
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３． 修正の理由 

当社グループを取り巻く事業環境は、電装品事業が、輸出用トラックの増加により当初の想定を上回り推移す

ると見込まれるものの、自社ブランド発電機が、アジア・アフリカ各国の金融事情、建機市場に関わる需要低迷

の長期化や円高の影響により、大幅な減少見通しであります。当社グループは、コスト削減策を一層強化するな

ど収益改善に取り組んでおりますが、厳しい事業環境の影響を受け、連結業績につきましては、売上高、営業利

益、経常利益、当期純利益が、前回予想に比べて減少する見込みであります。また、個別業績につきましても、

同様に、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益が前回予想に比べて減少する見込みであります。 

 

４． 今後の施策 

当社グループは、長期化する景気低迷に対処するため経費削減、投資削減、労務費削減等の緊急的なコスト対

策に取り組むとともに、「中長期的な改革」をグループ一丸となって実行してまいりました。しかしながら、世

界的な景気低迷及び円高の影響を強く受けたことにより、誠に遺憾ながら通期業績予想を大幅に下方修正するに

至りました。 

当社といたしましては、緊急的なコスト対策・「中長期的な改革」をさらに強力に推進し、また、業績回復の

ための諸施策を強力に推進し、全社をあげて早期黒字化、業績安定化に努めてまいる所存であります。 

 

 

 

 

（注）上記予想は、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々

な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以  上 
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